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IPMN の悪性度を術前に診断することは，未だ困難で未解決な問題とされてきた。この
研究では，IPMN の診断において low/intermediate-grade dysplasia(LGD/IGD 群)と
high-grade/invasive carcinoma(HGD/IC 群 ) の鑑 別 診 断 に お け る Time intensity 
curve(TIC)解析を用いた造影超音波内視鏡（EUS）の有用性と TIC のパラメーターと微小
血管密度（Microvessel density：MVD)との間の関連について検討を行った。 
IPMN の切除例の中で術前に造影 EUS を行い TIC 解析が可能であった 30 例
（LGD/IGD14 人，HGD/IC16 人）を対象として，TIC パラメーターと IPMN の結節の
MVD を LGD/IGD と HGD/IC の間で retrospective に比較検討した。そして，TIC パラメ
ーターの正診率を評価した。 
エコー輝度の上昇値，減衰率，結節と膵実質の造影比が，LGD/IGD 群より HGD/IC 群
で有意に高かった（p＜0.05）。これらの正診率はそれぞれ 80%，86.7%，93.3％であった。
また結節の MVD は HGD/IC 群で有意に高く，エコー輝度上昇値と MVD との間には強い
相関関係を認めた（r＝0.803、p＜0.001） 
以上より TIC 解析を用いた造影 EUS は IPMN の結節における微小血流の定量的評価に
有用であり，LGD/IGD 群と HGD/IC 群との鑑別においても有用である。 
